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参加費無料

13:30～16:15 （受付 13:00～）令和８年７月２日（木)

ホテルアバローム紀の国 2階 鳳凰の間

時 間 次 第

13:30 開会挨拶

13:35
～14:30

講演

◆ 奥山 浩司 氏 株式会社HCI 代表取締役社長
一般社団法人日本ロボット工業会 理事
一般社団法人日本ロボットシステムインテグレーター協会 副会長

「HCIが取組む日本の勝ち筋
～ロングテール市場、フィジカルAI事例～」

（休憩）

14:45
～15:40

講演

◆ 安部 健一郎 氏 ファナック株式会社 常務執行役員
「人手不足の課題解決に向けたファナックの取り組み

～初めてでも簡単にできる自動化の事例～」

15:40
～16:10

両講師による対談

「産業用ロボットの未来～ヒューマノイドロボットはどうなる？」

16:10～ 閉会挨拶・名刺交換

E-mail ：chi-pro@yarukiouendan.jp
TEL ： 073-433-8556／FAX ： 073-433-8557
〒640-8033 和歌山市本町二丁目１番地 フォルテワジマ6階

【問合せ・申込み先】

※お申込み方法等につきましては、裏面をご覧ください。

(公財) わかやま産業振興財団 地域活性化雇用創造プロジェクト 担当 ：田辺 田中下村

※よろず支援拠点による個別経営相談コーナーを当日設置します。

【主催】 和歌山県 / 公益財団法人わかやま産業振興財団 （地域活性化雇用創造プロジェクト）
【後援】 株式会社日本政策金融公庫 和歌山商工会議所 和歌山県商工会連合会 和歌山県よろず支援拠点 （五十音順）

フィジカルAI搭載ロボットが変種変量生産の現場を変えようとしている。フィジカルAIは、サー

ビス分野のロボットにとどまらず、産業用ロボットにおいても、ヒトとのコミュニケーションを含むさ

まざまな能力の大幅な拡張を実現し、フレキシブル生産への対応力を最大化する。

本セミナーでは、日本ロボットSIer協会副会長の奥山浩司氏に、大きく変化するロボットの現

状と将来において一層重要性を増すロボットSIerの果たす役割について、またロボットメーカー

最大手のファナック株式会社の安部健一郎氏に、協働ロボットを含む産業用ロボットの能力が

AIによってどのように拡張され、現場との親和性を高めていくのかを、それぞれご講演いただく。

講演の最後には、両氏の対談形式で産業界におけるヒューマノイドロボットの可能性および限

界についてお話いただき、今後の県内企業の生産性向上への大きな手掛かりとしていただく。

定員：70名

日時

場所



※FAXの方は、下記申込書に必要事項を記入の上、送信してください。

※メールの方は、タイトルを「DXセミナー 申込み」とし、下記事項を本文に記入の上、送信してください。

右記あてに ＦＡＸ または メール
にてお申込みください。

FAX   ：073-433-8557

E-mail：chi-pro@yarukiouendan.jp

※ご記入いただいた情報は、本セミナーに関する連絡・記録のために使用するほか、各種情報提供のために使用することがありますのでご了承ください。

６月２６日（金） 申込締切

安部 健一郎 氏
ファナック株式会社
常務執行役員

奥山 浩司 氏
株式会社HCI
代表取締役社長
一般社団法人
日本ロボット工業会 理事
一般社団法人
日本ﾛﾎﾞｯﾄｼｽﾃﾑｲﾝﾃｸﾞﾚｰﾀｰ協会
副会長

講師紹介

申 込 書

会場案内

〒

氏名

所属役職

・希望する 希望しないよろず支援拠点への相談

企業/団体名

住所・電話番号

Eメール(代表の方)

申込者

(複数名可)

1970年大阪府大東市生まれ。1994年福井大学工学部
材料化学科卒業。同年某機械メーカーに入社。2002
年に退職。同年、有限会社克己クリエイトを創立し、代
表取締役に就任。2006年、有限会社克己クリエイトを
株式会社HCIへ組織変更、代表取締役社長に就任。
2021年、一般社団法人日本ロボット工業会理事、一般
社団法人日本ロボットシステムインテグレータ協会副
会長に就任。

1993年ファナック株式会社入社、ロボット研究所配属、
2005年ファナックアメリカコーポレーション筆頭副社長、
2016年ロボット機構開発研究所所長（現・ロボット機構
研究開発本部本部長）、2018年常務執行役員、
2024年にロボット研究開発統括本部長に就任。ロボッ
ト開発に従事。

ホテルアバローム紀の国
２階会場 「鳳凰の間」
073-436-1200

和歌山市湊通丁北2-1-2


